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要旨 

本研究では流星の観測を行い母天体の推定を目的とした。独自の方法で流星の軌道要素を算出した結

果、こと座流星群はサッチャー彗星、ふたご座流星群はフェートンが母天体であると推定した。 

1．動機

私たちは流星の観測を行った際、「流星の母天

体を推定することはできるのか」と疑問を持ち流

星の研究を始めた。 

2．本研究目的 

こと座・ふたご座流星群の母天体の考察を行い、

さらに流星観測における改善・他の観測方法の考

察を行うこととし、研究を行った。 

3．研究方法 

1.2 地点から夜空を動画と静止画で撮影する。 

2.星図（心射図法）に流星の軌跡の線を引き、放

射点を求める。

3.星図ソフトステラナビゲータ10を用いて始点・

終点の方位角と高度を調べ、正弦定理を用い

て距離を算出し、始点・終点を直交座標で表す。 

4.動画から発光時間、流星物質の速度を求める。 

5.軌道長半径を算出し、母天体の軌道を求める。 

軌道長半径、離心率を求めるためケプラーの法

則と力学的エネルギー保存則から求めた式か

ら、私たち独自の数式を構築して求めた(図

1,2,3,4)。

4．結果と考察 

研究 A[2023 年 4月 23 日こと座流星群] 

約 4 時間観測を行い静止画と動画で流星を 29

個撮影出来た。その中で 1個がステレオ撮影に成

功した。 

研究 B［2023 年 12 月 14 日ふたご座流星群］ 

約 4 時間観測を行い静止画と動画で流星を 40 個

撮影出来た。その中で 1個がステレオ撮影に成功

した(図 5,6)。 

5．結論 

ステレオ撮影した流星から独自の数式を用い

て母天体の推定を行うことができた。天体の軌

道長半径、離心率を求めたところ、こと座流星群

の母天体はサッチャー彗星、ふたご座流星群の

母天体はフェートンであると考えた。 
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小惑星(98943)2001 CC21の測光観測 

伊藤 悠莉（高1）【新島学園高等学校】

要 旨 
はやぶさ2の拡張ミッションで観測する小惑星(98943)2001 CC21の自転に伴う光度変化を観測できた。光度曲線の

振幅より、小惑星は短軸に対して長軸が約2倍の細長い形をしていると考えられる。 

１．はじめに 
はやぶさ2の拡張ミッション(1)で観測する小惑星(98943)2001 

CC21が2023年1月から2月にかけて約16等級となり本校の望遠

鏡で観測可能となる。小惑星(98943)2001 CC21の自転に伴う光

度変化を測定する。 

２．方法
西村製作所の40cmF5ニュートン式反射望遠鏡とビットラン

冷却CCDカメラBJ-54L、Lフィルター、笠井トレーディング

社コマコレクターで撮影を行った。画像はダーク・フラット

補正を行った後にマカリとAstroimageJで測光した。撮影は-
20℃冷却、2×2ビニング、60秒露出で行った。目標天体は本

校の望遠鏡の観測限界であったためLフィ

ルターで撮影を行った。観測は2023年1月
31日、2月9日、2月15日の3回観測した。

３．結果 
図1に40cmF5反射望遠鏡で撮影した画

像を示す。撮影画像の一部を白黒反転させ

拡大した画像で、小惑星は観測限界である

ため淡い像となっている。 図2に観測結

果を示す。図2の横軸は小惑星の自転周期

を5.025時間として表し（グラフ内の縦の

ライン）、3回の観測結果を重ねて表示し

た。縦軸の等級はLフィルターで撮影した

画像を比較星のR等級で算出した。

４．考察 
小惑星(98943)2001 CC21は本校望遠鏡の

観測限界の光度のため、Lフィルターを使

用して撮影した。小惑星の光度を求めるための比較星の等級は、ステラナビゲータ（USNO-A2.0）(2)のR等級を使用

した。そのため、正確な光度を測定することはできなかった。撮影画像の小惑星の像が淡いためマカリでの測定誤差

は大きくなったが、AstroimageJの自動測光の方が測定値のばらつきが小さく測定できた。そのため、図2のグラフは

AstroimageJの測定値を使用した。図2の測定結果から、小惑星の自転に伴う光度変化を観測することができたと考え

る。

光度変化の振幅（Amp）は長軸（a）と短軸（c）の比から、Amp=2.5log10(a/c)で表される。図2の2月9日の結果よ

り振幅を求めると0.85等級となり、長軸（a）と短軸（c）の比（a/c）は2.2となった。小惑星(98943)2001 CC21は、

短軸に対して長軸が約2倍の細長い形をしていると考えられる。2月9日の結果は観測誤差が少なく、1日の観測で極大

光度と極小光度の観測ができているため、この日のデータで解析を行った。

５．まとめ
はやぶさ2の拡張ミッションで観測する小惑星(98943)2001 CC21の自転に伴う光度変化を観測できた。また、小惑

星は短軸に対して長軸が約2倍の細長い形をしていると考えられる。 

６．謝辞
群馬県立ぐんま天文台の天文係長・西原英治先生にご指導をいただきました。また、日本スペースガード協会の

浦川聖太郎先生にご指導をいただきました。この場をお借りして厚くお礼申し上げます。 

７．参考
(1) 小惑星探査機「はやぶさ2」ホームページttps://www.isas.jaxa.jp/missions/spacecraft/current/hayabusa2.html
(2) アストロアーツ ステラナビゲータ11

��

２２

講演　１３Ｔ


